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スーパーコンピュータ関連事業の位置付け

【政策目標】 基礎研究の充実及び研究の推進のための環境整備

【施策目標】 科学技術振興のための基盤の強化

【達成目標】 スーパーコンピュータ「京」を中核とするHPCI を構築し、着実な運用を行うとともに、その利用を推進し、様々な分野で

画期的な研究成果が創出される。また、社会的・科学的課題の解決に貢献するため、2020 年までにポスト「京」の

運用を開始する。

スーパーコンピュータを用いたシミュレーションは、理論、実験と並ぶ現代の科学技術の第３の手法と
なっており、「京」等を活用した研究開発を促進し、革新的な成果創出につなげることが必要。

【目的】

我が国の科学の発展、産業競争力の強化に資するため、イノベーションの創出や国民の安全・安心の確保につながる最先端の研究

基盤として、スーパーコンピュータ「京」を中核とした革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ（ＨＰＣＩ）を構築・運用するとと

もに、この利用を推進し、画期的な成果創出と社会への還元を図る。

HPCIの構築

【目的】

世界最高水準のスーパーコンピュータを国として戦略的に開発・整備し、科学技術の振興、産業競争力の強化、安全・安心の国づくり等を実現す

る。具体的には、2020年をターゲットとし、世界トップレベルのスーパーコンピュータと、課題解決に資するアプリケーションを協調的に開発し、我が

国が直面する社会的・科学的課題の解決を図る。

ポスト「京」の開発

○「京」の運営

○HPCI戦略プログラム

○HPCIの運営

「京」の運用

利用促進
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平成23年度

397億

平成20年度 平成21年度 平成22年度平成19年度平成18年度 平成24年度

概念設計 詳細設計 試作・評価・製造

190億200億120億費 用

建設設計

（うち、システム製造費）

102億円

12億 53億 111億 110億 353億
＜システム開発経費小計＞

「京」の
運用等経費

348億円
国庫債務負担行為（3年間の総額490億円）

40億円

110億 45億

50億

完成・共用開始

●

完成

119億

1億 34億 67億 61億 29億

「京」の利用者
選定・利用支援

実証10億 6億22億 32億 22億 19億 15億開発・製作・評価

H22予算（当初）:228億
H22補正:186億円

H23予算
211億円

H24予算
199億円

H18予算
35億円

H19予算
120億円

H20予算
200億円

H21予算
190億円

HPCIの
構築

0.5億 1.8億 19億※

ＨＰＣＩ戦略
プログラム

0.3億 3億 25億 25億
ＦＳ 準備研究

平成25年度 平成26年度

23億 15億

26億 22億

シ
ス
テ
ム

施
設
ア
プ
リ

H25予算
164億円

H26予算
163億円

0.5億
準備研究

12億

11.5億

開発着手
（平成32年度完成予定）

(総プロジェクト開発費1,111億)

(合計：126億)

(合計：193億)

(合計：793億)

※

※将来のHPCIシステムのあり方の調査研究のための経費（H24~25の二カ年）を含む

平成27年度

35.2億

4.4億

20億

14億
H27予算
186億円

39.7億

ス
パ
コ
ン
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

35億

性能
チューニング

平成28年度

● 基本設計 詳細設計

14億 65億 97億 106億 104億 104億

ＨＰＣＩシステム基本設計・詳細設計 整備・構築 運用

9億 9億 9億 8億

HPCI戦略プログラム

H28予算案
192億円

40.2億

26.8億

67億

103億

8億

14億

本格実施

スーパーコンピュータ関係予算
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＜シミュレーションとは＞

・ 自然現象や社会現象について、理論から得られる

数式を数値モデル化し、コンピュータ上で数値計算を

行い、模擬的に実験を行うこと。

・ 理論、実験と並ぶ第３の科学的手法である。

＜シミュレーションにより実現できる「限界の突破」＞

①実験・観測上の限界を突破する

物理的に実験・観測困難なもの

実際の実験にリスクが伴うもの

実験・観測にコストがかかりすぎるもの

例）

・顕微鏡で見ることのできない分子・原子レベルの材料解析

・超新星爆発の様子の再現

・地震・津波の被害予測

理論

シミュレーション

理論の検証

実験結果の予測

理論の

検証
数値モデル化

新たな実験

の提案

シミュレーション

実行条件の設定

実験

for (j=0; j<n; j++)

for (i=0; i<n; i++) {

y[j] += A[j][i] * x[i]

・・・
©RIKEN

②コストと精度・信頼性の限界を突破する

実験回数・開発期間・開発コストを削減

より精密な結果を得る

例）

・自動車の衝突シミュレーション

・心臓手術をコンピュータ上で再現し、術後の

状態を予測
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計算機シミュレーションの意義



｢超スマート社会｣において、シミュレーションとビックデータは社会的・科学的課題解決の鍵

スーパーコンピュータを含む情報科学技術は、そのために欠かせない社会基盤技術

ビッグデータは“宝の山”

果たす役割は益々増大

位置情報

センサデータ

・・・・・

・・・・・

遺伝情報

医療・創薬

ビジネス

マイナンバー

マーケティング

消費者情報

衛星情報

世
界
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
量
は
急
増

（
２
０
２
０
年
に
２
０
１
０
年
の
約
40
倍
）

• 我が国の世界最高水準のコンピューティング技術の継承・発展

• それを支える人材の継続的な育成・確保 自主開発が必須
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スーパーコンピュータが果たす役割



HPCI （革新的ハイパフォーマンス・

コンピューティング・インフラ）

「京」と国内11機関のスパコンを、高速ネット

ワークでつなぎ、ユーザー窓口を一元化して、

利便性の高い利用環境を構築。

「京」は、｢特定先端大型研究施設の共用の促

進に関する法律｣に基づき、研究基盤施設とし

て、幅広い利用者等の利用に供している。

6

「京」

我が国の計算科学技術インフラ

平成22年度の大学における高速計算機利用者は約1.46万人であり、
平成25年度には約1.62万人に増加

（平成23年度及び平成26年度学術情報基盤実態調査より）



利用の
応募

公正な課題選
定、情報提供、
研究相談、技

術指導等

実施計画・業務規程の認可
連携理化学研究所

（設置者・実施主体）
[計算科学研究機構（神戸）]

登録施設利用促進機関
（登録機関）

[高度情報科学技術研究機構]
（法定業務）
○利用者選定業務
○利用支援業務

（情報の提供、相談等の援助 等）

実施計画の認可

国（文部科学省）：特定先端大型研究施設の共用の促進に関する法律に基づく
共用の促進に関する基本的な方針の策定

（法定業務）
○「京」の開発
○施設の建設・維持管理
○超高速電子計算機の供用

計算資源提供機関やユーザーコミュニティ機関等

提言

理研、登録機関、コンソーシアム
三位一体の連携により

広範な分野での活用を促進

ＨＰＣＩコンソーシアム

ＨＰＣＩの整備・運用や、
計算科学技術振興に関わる意見を

幅広く集約し提言

「京」【共用施設】

利用者（大学、独立行政法人、産業界等、基礎研究から産業利用まで幅広い利用）
戦略機関（社会が期待する画期的な成果創出のため、「京」を中核とするHPCIの重点的・戦略的な利用）

利用者のニーズ

戦略機関について
は、優先的に利用

枠を確保

23年10月に選定
24年4月から業務開始

提言
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スーパーコンピュータ「京」の共用の枠組み



ｽｰﾊﾟー ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ｢京｣及び革新的ﾊｲﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ･ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ･ｲﾝﾌﾗ(HPCI)の運営

＜｢京｣の利用実績＞

公募による一般利用枠85課題、国が選定した戦略プログラム
利用枠29課題及びポスト「京」研究開発枠重点課題33課題、
政策的に重要かつ緊急な課題として首都直下地震等による被
害予測シミュレーション等を実施、産業界138社を含む1,600人
以上が利用。【平成27年11月末時点】

スーパーコンピュータ「京」を中核とし、多様な利用者のニーズに応える革新的な計算環境（ＨＰＣＩ：革新的ハイパフォーマンス・コン
ピューティング・インフラ）を構築し、その利用を推進することで、我が国の科学技術の発展、産業競争力の強化、安全・安心な社
会の構築に貢献する。

①「京」の運営 11,098 百万円（11,213百万円）

（内訳）

・「京」の運用等経費 10,258 百万円（10,373百万円）

・特定高速電子計算機施設利用促進 840百万円（840百万円）

②ＨＰＣＩの運営 1,418百万円（1,379百万円）

「京」を中核として国内の大学等のスパコンを高速ネットワーク

でつなぎ、利用者が一つのアカウントにより様々なスパコンや

ストレージを利用できるようにするなど、多様なユーザーニー

ズに応える環境を構築し、全国のユーザーの利用に供する。

平成２８年度予算案 ：12,516百万円
（平成２７年度予算額：12,592百万円）

平成24年9月末に共用開始した「京」の運用を着実に進めると

ともに、その利用を推進。

HPCI （革新的ハイパフォーマンス・

コンピューティング・インフラ）

これまでの成果例

（兵庫県神戸市）

心臓の動きを精密に再現。肥
大型心筋症の解明に貢献。

心臓全体
タンパク質

自動車の風洞実験をシ
ミュレーションが代替可能

であることを実証。自動車

メーカーが有効性を実証。

地震発生、津波そして建
物被害までの一連のプロ

セスが評価可能に。

医療・創薬 ものづくり 地震・防災

標的タンパク質（緑）と
薬候補化合物（赤）

がん治療の新薬候補
化合物を選定し、前臨

床試験を実施中。

２週間以上前から熱
帯の天候や台風発生

を予測できる可能性

を実証。

気象・気候 宇宙

宇宙誕生から１億年後の
ダークマター空間分布

世界最大のダークマ
ターシミュレーションに

より高性能計算分野で

世界最高の賞を受賞。
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研究棟

206 cm

○概要
◆平成23年11月にLINPACK性能※1 10ペタフロップス※2達成
◆平成24年6月システム完成済（兵庫県神戸市の理化学研究所に設置）
◆平成24年9月28日に共用開始

○プロジェクト経費 約1,110億円（H18~H24）

○特長
◆全ＣＰＵフル稼働時の連続実行時間は２９時間以上で世界最高水準の信頼性
◆TOP500ランキングにおける世界トップ10のスパコンの実行効率(理論性能に対する実際の性能の比率）の

平均が77％（平成26年６月時点）のところ、「京」は93％
◆アプリケーションプログラムの実行性能や使いやすさに関して高い性能
◆水冷システムの導入により消費電力の削減や故障率の低減に寄与
◆六次元メッシュ/トーラス結合の採用による高い利便性・耐故障性・運用性（「平成26年度全国発明表彰」で「恩賜発明賞」を受賞）
◆共用法に基づき、登録機関（高度情報科学技術研究機構）と理化学研究所が連携し、「京」を利用する体制を構築

○主な受賞歴
◆スパコンの計算速度を評価するランキング「TOP500」において1位を獲得（平成23年６月・11月）
◆アプリケーションの実性能と計算科学の成果を示す「ゴードンベル賞」を2年連続受賞（平成23年・24年）
◆スパコンの実用性能を測る国際的なベンチマークにおいて、高評価を獲得

・ 実用に近い総合的な性能を評価する「HPCチャレンジ賞」を４年連続受賞（平成23～26年）
・ ビックデータの解析性能を評価するランキング「Graph500」で１位を獲得（平成26年６月、平成27年7月・11月）

※1  スーパーコンピュータの性能を測るための世界的な指標（ベンチマークプログラム）
※2  10ペタフロップス：一秒間に1京回（=10,000兆回＝1016回）の足し算，掛け算が可能な性能

80 cm

ラック

CPU（富士通製）
8万個以上を使用

スーパーコンピュータ「京」の概要
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平成17年度
（2005）

平成18年度
（2006）

平成19年度
（2007）

平成20年度
（2008）

平成21年度
（2009）

平成22年度
（2010）

平成23年度
（2011）

平成24年度
（2012）

平成１７年８月 科学技術・学術審議会下の計算科学技術推進ワーキンググループにおいて、各分野ごとに平成２２
年頃に必要となる演算性能を調査。この結果、１０ペタフロップス超級の汎用スーパーコンピュータの実現を目指すこ
とを提案

平成１７年１１月 総合科学技術会議の事前評価において「本プロジェクトは実施することが適当」とされる。

平成１８年３月 第３期科学技術基本計画において、次世代スーパーコンピューティング技術が国家基幹技術に選定。

平成１８年４月 プロジェクト開始。

平成１８年５月 「特定先端大型研究施設の共用の促進に関する法律」が成立し、次世代スーパーコンピュータが多
様な研究者等に供される共用施設として位置づけられる。
平成１９年３月 立地を神戸市に決定。

平成１９年３月～６月 科学技術・学術審議会にてプロジェクトの概念設計評価を実施。

平成１９年９月 総合科学技術会議等の評価を踏まえ、複合システムとすることを決定。

平成２１年４月～７月 科学技術・学術審議会にてプロジェクトの中間評価を実施。
平成２１年５月 ＮＥＣがプロジェクトから撤退。
平成２１年７月 システム構成を変更。
平成２１年１１月 事業仕分け「来年度の予算計上の見直しに限りなく近い縮減」との評価
平成２１年１２月 四大臣合意「計画を変更した上での予算計上を認める」との結論

「革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラの構築」に計画を変更

平成２２年７月 次世代コンピュータの愛称が「京」に決定

平成２４年６月末 「京」のシステム完成
平成２４年９月末 「京」の共用開始

概
念
設
計

詳
細
設
計

試
作
・

評
価

製
造

性
能
・

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

検
討
段
階

平成２３年６月 Linpack性能ランキングで世界一位を獲得
平成２３年１１月 目標の１０PFLを達成、６月に引き続き二期連続でLinpack性能ランキングで世界一位を獲得

スーパーコンピュータ「京」開発・整備の経緯
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ヘルプデスク

（１）申請前の事前相談
- 応募手続きについての相談
- 課題申請書類の記入方法についての相談
- 「京」の計算機環境（HW,SW）の問合せ

（２）利用相談
- コンパイルエラー、実行時エラー等
- 他システムからの移行
- ライブラリ、ツール等
- 性能情報採取方法
- 実行結果不正

（３）技術支援
- 利用者からの高速化支援の依頼
- 重点的に支援するプログラムをピックアップ

- プログラム性能情報の採取
- ボトルネック調査(通信特性分析, インバランス

評価, 単体性能評価) など
- 高速化支援

（４）情報提供
- 一元的に各種の情報をポータルサイトで提供
- ＨＰＣＩシステムの提供機関と計算機資源の一覧
- お知らせ
- 課題募集開始、説明会、講習会の案内など
- 高速化ノウハウなど

（５）利用講習会の実施
- 利用開始後に利用講習会を適宜開催
- 利用環境,開発環境,システムの説明
- 性能分析手法、高速化のノウハウ

登録機関

「京」の利用者

問合せ 回答

https://www.hpci-office.jp/

登録施設利用促進機関における「京」に関する利用支援
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一般課題
（うち約25％）

一般利用
（約4５％）

若手人材育成課題
（うち約５％）

実証利用

個別利用（枠外）

無償、利用は年度単位、成果公開

無償、随時受付

有償（１ペタフロップスを１時間使った場合約１２万円）、
随時受付、成果非公開

無償、成果公開、若手の将来性を考慮

無償、利用は年度単位、成果公開

トライアル・ユース（枠外）

重点的利用

無償、
国が決定し登録機関に通知

ポスト「京」研究開発枠（約40％）

重点化促進枠（枠外）

ポスト「京」に向けたアプリケーション開発
国が配分内容を決定

政策的に重要で緊急な課題（随時）

幅広い分野の研
究者等により実施。
利用ニーズに柔
軟に対応

※海外の利用については、国際交流推進の観点から、利用することが可能。
ただし、海外の企業に所属する者については、 国内の法人に所属する者との共同申請とする。

競争的資金等獲得課題
（枠外）

有償、随時受付、成果公開
競争的資金や国プロジェクト等の採択課題
の優先利用

ASP事業実証利用（枠外） 有償（１ペタフロップスを１時間使った場合約１２万円）、
随時受付、成果非公開

トライアル・ユース（枠外）

産業利用課題
（うち約15％）

無償、随時受付

※５％増

※上記以外に、理化学研究所計算科学研究
機構による研究開発等の枠が約１５％。

「京」における利用区分/利用料について（平成２８年度）
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戦略プログラム利用枠

45％程度 一般課題

若手

人材
育成
課題

産業利用
課題

京調整
高度化枠

政策的に重要かつ緊急な課題
に利用（文部科学省の有識者
会議で審査）等

20％程度

○平成27年度利用実績

内閣府政策統括官（防災担当）

「南海トラフの巨大地震及び首

都直下地震による被害予測

の高度化(長周期地震動)」

10％程度

必
要
に
応
じ
設
定

○研究開発目標：合計２５目標
分野１： ４目標
分野２： ７目標
分野３： ５目標
分野４： ５目標
分野５： ４目標

５％

程度

○実施課題数：計９３課題（公募により選定）
一般課題： ２９課題
産業利用： ５２課題
若手人材育成： １２課題

【平成27年度下期】

○一般課題・産業利用には、以下も含まれる

（一般課題）競争的資金等獲得課題：５課題

（産業利用）トライアル･ユース（お試し利用）：６課題

（産業利用）成果非公開での利用（有償）：１５課題

１５％程度

625人（86機関(*)）が

直接に「京」に

アクセスして利用

701人（138機関(*)）

が「京」にアクセス

して利用

理研が「京」のシステム調
整やユーザ支援のための

研究に利用

（公募）

「京」の計算資源の利用内訳

ポスト
「京」

研究開
発枠

５％
程度

○研究開発目標：合計３５サブ課題
重点１： ３サブ課題
重点２： ３サブ課題
重点３： ２サブ課題
重点４： ３サブ課題
重点５： ３サブ課題
重点６： ５サブ課題
重点７： ７サブ課題
重点８： ６サブ課題
重点９： ３サブ課題

362人（58機関(*)）

が直接に「京」に

アクセスして利用

(*) 企業を含む

H28年1月末現在
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（理研の研究）
約１５％

（理研の研究）
約１５％

一般利用
約４５％ 産業枠

約15%

一般利用
約３５％

産業枠
約１０％

　
     　　戦略プログラム　（※Ｈ２７年度終了）

　　　　　　　　　約４５％

ポスト「京」研究開発
約４０％

ポスト
「京」

約５％

５％増

約４％１％
企業参画 ： 約２０％

「京」の総計算資源量の約３５％が、企業参画課題 （平成28年1月時点）

「京」の全利用者の約３割が、企業の利用者（約500人）。全課題における参画企業数は、総勢140企業以上

産業利用課題の高い課題採択率（83.3％） （一般利用30.8％）※平成27年度実施課題

平成27年度

平成28年度

産業利用専用枠の拡大（８％→１０％） H28年度は更に１０％→１５％に拡大
５社以上の企業を対象とした、コンソーシアム型課題の募集を新たに開始
競争的資金等獲得課題の随時募集を新たに開始

（継続的な取組）

企業の成果の機密性や情報管理に配慮した成果非公開課題の設定
企業の利用者に対する手厚い技術支援

（平成27年度の取組）

産業利用促進策

「京」における産業利用の状況について
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ランキング
名称 HPCG Graph500 Top500 Green500

第１位 Tianhe-2
（中国）

京
（日本）

Tianhe-2
（中国）

Shoubu
（日本）

第２位 京
（日本）

Sequoia
（アメリカ）

Titan
（アメリカ）

TSUBAME-KFC/DL
（日本）

第３位 Titan
（アメリカ）

Mira
（アメリカ）

Sequoia
（アメリカ）

(ｼｽﾃﾑ名なし)
（ドイツ）

第４位 Trinity※
（アメリカ）

JUQUEEN
（ドイツ）

京
（日本）

(ｼｽﾃﾑ名なし)※
（中国）

第５位 Mira
（アメリカ）

Fermi
（イタリア）

Mira
（アメリカ）

XStream
（アメリカ）

第６位 Hazel Hen※
（ドイツ）

Tianhe-2
（中国）

Trinity※
（アメリカ）

(ｼｽﾃﾑ名なし)※
（中国）

第７位 Pleiades
（アメリカ）

第7位タイ

Turing(フランス)
Blue Joule
(イギリス)

DIRAC(イギリス)
Zumbrota
(フランス)
Avoca

(オーストラリア)

Piz Daint
（スイス）

(ｼｽﾃﾑ名なし)※
（中国）

第８位 Piz Daint
（スイス）

Hazel Hen※
（ドイツ）

(ｼｽﾃﾑ名なし)※
（中国）

第９位 Shaheen II
（サウジアラビア）

Shaheen II
（サウジアラビア）

(ｼｽﾃﾑ名なし)※
（中国）

第10位 Stampede
（アメリカ）

Stampede
（アメリカ）

(ｼｽﾃﾑ名なし)※
（中国）

概要

実アプリケーションでよく使用されて
いる計算を実行する性能を評価。

計算速度だけでなく、メモリやネット
ワークの性能も重要。

大規模かつ複雑なデータ解析を行
う性能を評価。

計算速度だけでなく、アルゴリズム
やプログラムも重要。

単純計算の速度を
評価。

現時点で国際的に最も通用してい
る指標。

消費電力当りの演算性能を評価。

計算速度だけでなく、エネルギー消
費効率も重要。

＜平成２７年１１月発表のランキング＞

※新たに10位以内にランクインしたシステム

スーパーコンピュータ性能の国際的な指標
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＜経緯＞
○平成２２年７月、ＨＰＣＩ準備段階コンソーシアム発足。HPCIの構築・運用とコンソーシアムの形成に向け

検討。平成２４年１月３０日に最終報告をとりまとめ、法人発足に向け準備開始。
○平成２４年４月２日、一般社団法人化。同年６月６日第１回社員総会を開催。

＜理念＞
○計算科学技術に関わる全ての者（計算科学技術関連コミュニティ）に開かれたものであること

＜活動内容＞
○計算科学技術に関わるコミュニティの幅広い意見集約の場として、HPCIシステムの整備・運用方針や我が国の

計算科学技術の振興策並びに将来のスーパーコンピューテング等について検討し、国や関係機関に提言するこ
と。

【理事長】 藤井 孝藏（一般社団法人日本流体力学会）
【副理事長】 常行 真司（分野２「新物質・エネルギー創成」）

ユーザコミュニティ代表機関（14機関）
【HPCI戦略プログラム】

柳田 敏雄 分野１「予測する生命科学・医療および創薬基盤」
常行 真司 分野２「新物質・エネルギー創成」
高塚 和夫 〃
今脇 資郎 分野３「防災・減災に資する地球変動予測」
加藤 千幸 分野４「次世代ものづくり」
青木 慎也 分野５「物質と宇宙の起源と構造」

【国公立大学・国立大学附置研究所・大学共同利用機関法人】
武田 廣 神戸大学
堀内 利得 自然科学研究機構核融合科学研究所
草野 完也 名古屋大学 太陽地球環境研究所

【国立研究開発法人】
高木 亮治 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所

【上記以外の機関】
安井 宏 公益財団法人計算科学振興財団
坂田 恒昭 特定非営利活動法人バイオグリッドセンター関西
藤井 孝藏 一般社団法人日本流体力学会
松尾 裕一 〃
笠 俊司 スーパーコンピューティング技術産業応用協議会
中島 研吾 一般社団法人 日本計算工学会

アソシエイト会員（15機関）
【国公立大学・国立大学附置研究所・大学共同利用機関法人】

小久保 英一郎 自然科学研究機構国立天文台 天文シミュレーションプロジェクト
佐々木 節 京都大学 基礎物理学研究所
太田 勲 兵庫県立大学

【国立研究開発法人】
姫野 龍太郎 国立研究開発法人理化学研究所 情報基盤センター
高橋 桂子 国立研究開発法人海洋研究開発機構 地球情報基盤センター
谷 正行 国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 システム計算科学センター
潮田 資勝 国立研究開発法人物質・材料研究機構

全４９機関（平成28年2月現在）※機関数で記載。
ＨＰＣＩシステム構成機関（20機関）
【国立大学情報基盤センター等】

髙井 昌彰 北海道大学 情報基盤センター
小林 広明 東北大学 サイバーサイエンスセンター
梅村 雅之 筑波大学 計算科学研究センター
中村 宏 東京大学 情報基盤センター
山田 功 東京工業大学 学術国際情報センター
伊藤 義人 名古屋大学 情報基盤センター
中島 浩 京都大学 学術情報メディアセンター
下條 真司 大阪大学 サイバーメディアセンター
村上 和彰 九州大学 情報基盤研究開発センター

【国公立大学・国立大学附置研究所・大学共同利用機関法人】
保坂 淳 大阪大学 核物理研究センター
川島 直輝 東京大学 物性研究所
古原 忠 東北大学 金属材料研究所
中野 純司 情報・システム研究機構 統計数理研究所
斉藤 真司 自然科学研究機構分子科学研究所 計算科学研究センター
金子 敏明 高エネルギー加速器研究機構 共通基盤研究施設・計算科学センター
喜連川 優 情報・システム研究機構 国立情報学研究所

【国立研究開発法人】
平尾 公彦 国立研究開発法人理化学研究所 計算科学研究機構
小野 謙二 〃
関口 智嗣 国立研究開発法人産業技術総合研究所 情報技術研究部門
藤田 直行 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 情報計算工学センター

【上記以外の機関】
関 昌弘 一般財団法人高度情報科学技術研究機構

一般社団法人ＨＰＣＩコンソーシアムの概要

【左記以外の機関】
青木 隆平 一般社団法人日本航空宇宙学会
富田 達夫 一般社団法人情報処理学会
美濃 導彦 一般社団法人電子情報通信学会 情報・システムソサイエティ
高田 章 一般社団法人日本応用数理学会
加藤 和彦 一般社団法人日本ソフトウェア科学会
岡崎 進 分子シュミレーション研究会
井口 寧 サイエンティフィック・システム研究会
高林 徹 ＮＥＣ Ｃ＆ＣシステムＳＰ研究会

一般社団法人ＨＰＣＩコンソーシアムの概要
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＜参画機関＞
■正会員：計22社、アソシエイト会員：1団体
・運営委員会、企画委員会に参画する会の中心メンバー（意志決定機関）

ＩＨＩ、旭硝子、鹿島建設、川崎重工業、清水建設、信越化学工業、
新日鐵住金、ＪＸホールディングス、住友化学、積水化学工業、ダイキン工業、
鉄道総合技術研究所、東芝、東レ、トヨタ自動車、日本電気、日立製作所、富士通、
みずほ情報総研、三菱ケミカルホールディングス、三菱電機、安川電機、
日本自動車工業会（アソシエイト会員）

■参加登録会員：計205会員
・セミナーやシンポジウム等に参加（年会費無料）

＜平成27年度産応協運営委員会委員＞
委員長 ：内山田竹志（トヨタ自動車 代表取締役会長）
副委員長：遠藤賢二（三菱電機 常務執行役）

委員：出川定男（ＩＨＩ 代表取締役副社長）
戸河里敏（鹿島建設 常務執行役員）
山田勝久（川崎重工業 執行役員ガスタービンビジネスセンター長）
石川裕（清水建設 常務執行役員）
石原俊信（信越化学工業 専務取締役）
安達博治（ＪＸホールディングス 取締役常務執行役員）
小川育三（住友化学 常務執行役員）
上ノ山智史（積水化学工業 取締役専務執行役員）
高井秀之（鉄道総合技術研究所 専務理事）
堀修（東芝 研究開発センター長）
恒川哲也（東レ 取締役研究本部長）
庄司信一（日本電気 執行役員常務）
小豆畑茂（日立製作所 フェロー）
佐相秀幸（富士通研究所 代表取締役社長）
清水東吾（みずほ情報総研 代表取締役副社長）
浦田尚男（三菱ｹﾐｶﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 執行役員常務）
小笠原浩（安川電機 代表取締役専務執行役員）

特別会員：中村道治（科学技術振興機構 理事長）
小林敏雄（東京大学 名誉教授）
加藤千幸（東京大学生産技術研究所 教授）
善甫康成 （法政大学情報科学部 教授 ）

＜活動概要＞
普及啓発／人材育成（スパコンセミナー・シンポジウム、HPC産業利用スクール）
利活用技術関連情報の共有化（HPCIコンソーシアムへの参加、産業界の利活用
技術の要望等取りまとめ・提言）
国プロ支援（HPCものづくりワークショップ） など

[設立趣旨]
産業界におけるスーパーコンピューティング技術の利活用を推進するため、スーパーコンピュータ用の先進的応用ソフトウェアの評価、利

用技術の開発、普及や超高速コンピュータ網を活用したスーパーコンピューティング利用技術の開発、普及啓発などを推進する目的で平
成17年12月に設立。

[活動内容]
運営体制は、意思決定機関で企業会員（正会員）の役員クラスで構成する運営委員会、その下に会の活動の企画提案を進める

企画委員会、更にその企画に基づき実際に事業を推進する実行委員会の３委員会を設け、人材育成、情報共有、スーパーコンピュー
ティングの利活用推進に向けての要望、提言の取り纏め等、幅広い活動を実施。

参考：ＵＲＬ http://www.icscp.jp

（平成28年2月現在）
スーパーコンピューティング技術産業応用協議会について
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具体的には、気候変動の監視のため、人工衛星、レーダ、センサ等による地球環境の継続的観測や、スー
パーコンピュータ等を活用した予測技術の高度化、気候変動メカニズムの解明を進め、全球地球観測システ
ムの構築に貢献するとともに、気候変動の緩和のため、二酸化炭素回収貯留技術や温室効果ガスの排出
量算定・検証技術等の研究開発を推進し、さらには、長期的視野に立った温室効果ガスの抜本的な排出
削減を実現するための戦略策定を進める。

（３）地球規模課題への対応と世界の発展への貢献

① 地球規模の気候変動への対応

このため、国は、「特定先端大型研究施設の共用の促進に関する法律」に基づく最先端の大型研究施設
について、産学官の幅広い共用と利用体制構築、計画的な高度化、関連する技術開発等に対する適切な
支援を行う。

また、計算科学・データ科学を駆使した革新的な機能性材料、構造材料等の創製を進めるとともに、その開
発期間の大幅な短縮を実現する。

※平成2８年１月２２日閣議決定

第３章 経済・社会的課題への対応
（１）持続的な成長と地域社会の自律的な発展

③ ものづくり・コトづくりの競争力向上

第４章 科学技術イノベーションの基盤的な力の強化
（２）知の基盤の強化

② 研究開発活動を支える共通基盤技術、施設・設備、情報基盤の戦略的強化

ⅱ）産学官が利用する研究施設・設備及び知的基盤の整備・共用、ネットワーク化

第５期科学技術基本計画における位置付けに
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ｄ）未来社会を見据えた技術基盤等の強化

IoT、ビッグデータ、人工知能に関し、分野を越えて融合・活用する次世代プラットフォームの整備に必要となる研究開発
や制度整備改革等を行うとともに、新たなビックデータ利活用と高精度・高速シミュレーションを実現する最先端スーパー
コンピュータの利用に係る研究開発とその産業利用の促進に取り組む。

産業の新陳代謝の促進

「日本再興戦略」改訂2015 ※平成27年6月30日閣議決定

第１部 次期科学技術基本計画の始動に向けた３つの政策分野
第１章 大変革時代における未来の産業創造・社会変革に向けた挑戦 ２．重点的に取り組むべき課題
より大量なデータをリアルタイムで取得し、高度かつ大規模なデータ処理等を行うことが求められる。このため、将来を見

据え、ＩｏＴ、ビッグデータ解析、数理科学、計算科学技術、ＡＩ（Artificial Intelligence）、サイバーセキュリティ等の先導的
な基盤技術の強化が必須である。

科学技術イノベーション総合戦略2015 ※平成27年6月19日閣議決定

v) IoT・ビッグデータ・人工知能等による産業構造・就業構造の変革（３）新たに講ずべき具体的施策

＜国民の「健康寿命」の延伸＞
医療関連産業の活性化により、必要
な世界最先端の医療等が受けられる
社会③

＜産業の新陳代謝の促進＞
ビッグデータ・人工知能等による
産業構造・就業構造の変革②
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第２部 科学技術イノベーションの創出に向けた２つの政策分野
第１章 イノベーションの連鎖を生み出す環境の整備 ２．重点的に取り組むべき課題

我が国の基礎研究力の国際的な低下傾向が指摘される中で、持続的なイノベーションの創出のためには、多様で卓越
した知識や価値を生み出す研究基盤の強化が不可欠である。

３．重点的取組 （４）研究開発法人の機能強化
○最先端の研究インフラの整備・共用
最先端スーパーコンピュータ等の世界最高水準の研究インフラを国の公共財として捉え整備・共用を進め、分野や組

織を越えた研究者等が集う「共創の場」としての活用を促進する取組を進める。

第２章 経済・社会的課題の解決に向けた重要な取組
Ⅰ．クリーンで経済的なエネルギーシステムの実現 ⅱ）地球環境情報プラットフォームの構築
２．重点的に取り組むべき課題

気候変動の監視と対策のために、地球環境の観測技術と予測技術を高度化し、地球環境情報プラットフォームを
構築する。（中略）スーパーコンピュータ等を用いたモデル化やシミュレーション技術を高度化し、時間・空間分解能を
高めた予測を可能にする。

３．重点的取組 （１）地球環境観測・予測技術を統合した情報プラットフォームの構築
・地球環境の予測モデルとシミュレーション技術の高度化

Ⅲ．世界に先駆けた次世代インフラの構築 ⅱ）自然災害に対する強靱な社会の実現
３．重点的取組 （２）「予測力」関連技術

・地震・津波の早期予測・危険度予測技術の開発（地震や津波災害に関して、海底地震津波観測ケーブル網で津
波の伝搬をリアルタイムに検知する仕組みの構築、複雑な海岸地形の影響や防護施設の効果を取り入れた津波
伝搬・遡上シミュレーション技術の開発等）

・上記の地震・津波・豪雨・竜巻などに関わる位置情報やセンサ情報などの大量の動的な地理空間情報をリアルタ
イムに収集、利用、検索、処理を可能とする基盤技術の開発、収集した情報を活用した意思決定可能な災害予
測シミュレーション技術の開発

科学技術イノベーション総合戦略2015（続き）
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Ⅳ．我が国の強みを活かし IoT、ビッグデータ等を駆使した新産業の育成 ⅱ）新たなものづくりシステム
３．重点的取組 （１）サプライチェーンシステムのプラットフォーム構築（SIPを含む）

・ユーザーや製品からの情報収集技術や収集されたビッグデータの解析技術等の開発による潜在的ニーズの探索、
それらに基づくユーザーニーズを先取りした製品企画、及び高精度・高速なシミュレーションや解析による最適設計
技術等の開発

科学技術イノベーション総合戦略2015（続き）

Ⅲ.目指すべき社会・姿を実現するための取組 ３.(４) ① 命を守る災害関連情報の提供等、防災・減災体制の構築

・ 高度なシミュレーションを利用した事前の精緻な地震・津波被害予測、これらの予測等に資する最先端のスーパーコン
ピュータの開発など、「助かる命を確実に助ける」災害に強い社会を実現する。

世界最先端IT国家創造宣言 ※平成27年6月30日閣議決定

２．各論 （１）世界最高水準の医療の提供に資する医療分野の研究開発等に関する施策
２）国が行う医療分野の研究開発の環境の整備
○研究基盤の整備

患者由来の試料などの研究基盤の整備を行い、放射光施設、スーパーコンピュータなどの既存の大規模先端
研究基盤や先端的な計測分析機器等を備えた小規模施設との連携を取りつつ、科学技術共通の基盤施設をより
使いやすくし、医療分野の研究開発の更なる促進に活用する。

（４）世界最先端の医療の実現のための医療・介護・健康に関するデジタル化・ICT化に関する施策
２）医療・介護・健康分野の現場の高度なデジタル化
○次世代医療ICTの研究開発・実用化

スーパーコンピュータを活用したシミュレーション手法による医療、創薬プロセスの高度化及びその製薬会社等に
よる利用の促進等の基盤強化を図るため、効率的な創薬の促進に資する最先端のスーパーコンピュータの開発
を行う。

健康 ・ 医療戦略 ※平成26年7月22日閣議決定
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